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『ヘルプ 心がつなぐストーリー』に見るアメリカの人種差別と女性たちの絆
─多様なモチーフ、視点の移行、母娘関係を中心に─
 文１１－００２９ 荒　木　舞　佳
序論
映画『ヘルプ 心がつなぐストーリー』（The Help, 2011）は、1960年代のアメリカ南部を舞台と
している。物語は、大学卒業後に故郷のミシシッピ州ジャクソンに戻った、作家志望の白人女性
スキーター（Skeeter）が「ヘルプ」と呼ばれる黒人メイドを差別する白人至上主義に疑問を抱き、
エイビリーン（Aibileen）を始めとするメイドたちに取材をする。そして、社会からの報復を恐れ
ながらもスキーターの執筆に協力する彼女たちの声を一冊の本にして、人種差別を告発するとい
うものである。(1)それと同時に本作品は、スキーター、エイビリーンに加え、エイビリーンの親
友のメイドのミニー（Minny）や、スキーターの同級生であり、町の若い白人女性のリーダー的
存在であるヒリー（Hilly）など、登場人物のほとんどが女性であり、女性たちの絆を主題的に描
いている。本論文では、白人と黒人の境界と女性たちの絆を表す多様なモチーフを中心に、白人
視点から黒人視点への移行、そして母娘関係の観点から、映画がアメリカの人種差別と女性たち
の絆を描いていることを論じる。
第一章では、映画が 1960年代のアメリカ南部の人種差別を告発する映画であると同時に、女性
たちの絆を主題的に描いているものであることを、白人と黒人の境界と女性たちの絆を表す多様
なモチーフをもとに論じる。
第二章では、本作品の他に黒人メイドを描いたアメリカ映画を二作品取り上げて、それらと本
作品の類似点と差異を明らかにしたうえで、本作品の特徴であるコミック・レリーフがもたらす
効果と白人視点から黒人視点への移行について考察する。
第三章では、本作品に登場する七つの母娘関係の特徴について、それぞれの関係性の比較と人
物分析を通して考察する。
第一章　多様なモチーフ
本章では、『ヘルプ 心がつなぐストーリー』が 1960年代アメリカ南部の人種差別を告発する映
画であると同時に、女性たちの絆を主題的に描いたものであることを、作中に散りばめられた多
様なモチーフをもとに論じる。第一節では、白人と黒人の分離を表すモチーフとしてのトイレに
ついて考察し、次いで、スキーターがエイビリーンに取材協力の依頼をするシーンで発生する竜
巻は、黒人メイドたちが大きな変革をもたらす転換期の象徴であることを論じる。第二節では、
女性を表象するものとして、台所がしばしば登場することに注目し、それが女性たちの絆と対立
を表すモチーフとなっていることを論じる。それに併せて、スキーターとシャーロット（Charlotte）
を始めとする母娘がカウチに隣り合って座り、会話をするシーンが頻繁に登場することに注目し、
母娘の絆を深めるものとしてのカウチについて考察する。
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第一節　トイレと竜巻
本節では、本作品が人種差別を描くうえで巧みに用いている白人と黒人の境界を表すモチーフ
を考察する。そのモチーフは主に二つあり、一つは頻繁に登場するトイレである。白人女性の家
庭にある黒人メイド専用のトイレが、白人と黒人の分離を表すものであることを論じる。そして
もう一つは、エイビリーンが洗濯物を干している途中に、スキーターが取材協力の依頼をするシー
ンで発生する竜巻である。この竜巻は人種差別が横行しているアメリカ南部に黒人メイドたちが、
大きな変革をもたらす転換期の象徴であることを論じる。
映画の舞台は、1960年代のミシシッピ州ジャクソンである。当時、人種差別が横行していたア
メリカ南部の州政府は、日常生活のあらゆる側面で人種の分離を義務付ける人種差別法を施行し
ていた。上杉忍は『アメリカ黒人の歴史 奴隷貿易からオバマ大統領まで』の中で、次のようにこ
の人種差別法の特徴について述べている。
南部では南北戦争後、人種隔離が慣行として広がり、まもなく、法律によって生活のほとんど
あらゆる分野で強制されるようになった。…… 一八九六年のプレッシー対ファーガソン裁判の判
決は、……「平等なサービスが提供されれば、州政府が分離された施設を提供しても差別ではな
い（分離すれども平等）」とし、州政府による人種隔離法も、憲法修正第一四条に違反しないと結
論づけたのである。こうして、この判決を機に、学校、教会、刑務所、墓地、レストラン、売春
宿、トイレ、水飲み場、公園、海水浴場、公共プール、裁判所で宣誓の際に使用する聖書などあ
りとあらゆる生活の場面での人種隔離強制法が定められた。(2)
このように、南北戦争から 100年経っていた当時もなお、人種差別が根強かったのである。上
杉が挙げているように、生活の場であるトイレも白人と黒人が分離されるべきものの一つであっ
た。この映画では、そのような白人と黒人の分離を表すモチーフとして繰り返しトイレが登場す
る。
映画の中でトイレが登場するシーンは大きく分けて四回ある。最初にトイレが出てくるのは、
スキーターの同級生であり、町の若い白人女性のリーダー的存在のヒリーの家の中でのシーンで
ある。ヒリーは毎週第四水曜日に同級生たちと開いている「ブリッジの会」に行く直前に、二階
のトイレでメイドのミニーのトイレットペーパーの使用量を調べている。これはヒリーが最初に
登場するシーンでもある。ヒリーは白人家庭に黒人メイド専用トイレの設置を義務付ける法案を、
ミシシッピ州の公衆衛生局局長に承認してもらうように嘆願書を出す。(3)それほどのヒリーが、
黒人メイドが使うトイレの中にいることは、彼女が極端な人種差別主義者であることを際立たせ
ている。さらに、その後彼女は、軽度の認知症の母親のミス・ウォルターズ（Miss Walters）を階
段下まで連れ出すように、“Minny, go get mama!”(4)と一階にいるミニーに向かって叫ぶ。そして、
階段下から二階を見上げるようにして登場するミニーの様子は、白人と黒人の上下関係イメージ
を強調している。
二回目は、同級生の一人エリザベス（Elizabeth）宅で開かれるブリッジの会のシーンである。
ここでは、ヒリーが黒人メイド専用のトイレに言及し、白人と黒人の分離を正当化する次のよう
な台詞がある。
Wouldn’t you rather them take their business outside? . . . It’s just plain dangerous.  They carry 
different diseases than we do . . . That’s why I’ve drafted the Home Health Sanitation Initiative . . . 
A disease-preventative bill that requires every white home to have a separate bathroom for the 
colored help.  It’s been endorsed by the White Citizen’s Council . . . I’ll do whatever it takes to 
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protect our children.（Chapter 2）
このように、ヒリーはエリザベスに黒人が病気を持っているため、メイド部屋のない造りの家
は非常に危険であり、それこそがヘルプ衛生法案を考え出した理由であることを告げ、疾病予防
に黒人メイド用のトイレの設置を勧める。エリザベスは彼女の黒人メイドであるエイビリーンを
気遣い、“Aibileen, go check on Mae Mobley.”（Chapter 2）と子守りの仕事を任せて、スキーター
もあえて自分の仕事に関する話題を振る。この台詞を機に、白人と黒人が一気に切り離されるか
のように場の空気が凍りつく。
三回目は、ミニーが強い雨風のなか、外のトイレを使用するようにヒリーに命じられるが、屋
内のトイレを使用してしまうシーンである。ミス・ウォルターズの “I believe she was working for 
me before you dragged us both here.  Daddy ruined you.”（Chapter 4）という台詞は、彼女のミ
ニーに対する信頼が厚いことの表れであるが、ヒリーによってミニーは解雇させられる。また、
エリザベスの家の外に黒人メイド用トイレが設置されて、エイビリーンが実際に使用しているシー
ンもある。エリザベスの娘のメイ・モブリー（Mae Mobley）が、トイレの中にいる彼女に声をか
けようとトイレのそばに駆け寄ろうとすると、エリザベスは慌てて娘をトイレから遠ざける。こ
のようにして、白人と黒人が同じトイレを使用してはならないシーンを繰り返すことで、白人と
黒人を分離するイメージを強調している。
最後の四回目は、婦人会の会報の編集長を務めるスキーターが、ヒリーに早く掲載するように
催促されている、ヘルプ衛生法案の記事をタイプしているシーンである。ヒリーは、スキーター
がミシシッピの人種差別法に関する資料を持ち歩くのを目にして以来、記事をわざと会報に載せ
ないのではないかという不信感をもっている。一方スキーターは、黒人メイドの現状や本音を本
にするために取材をするにつれてリベラルな考えを強めており、ヒリーへの反発心がある。そこ
で彼女は、ヘルプ衛生法案の記事の下に載せた古着のコートを集める告知で、わざと一語だけす
り替える。すると数日後に、コートではなく３ダースもの室内便器（commodes）がヒリーの庭に
敷き詰められ、それを見たヒリーは次のように叫ぶ。
It’s Skeeter!  She put it in the newsletter . . . I speciﬁcally said, “Drop and old coats at my house.” 
Not commodes!  Why would she do this to me?（Chapter 8）
このようにしてスキーターは、白人と黒人を分離するトイレを逆手にとり、傲岸な差別者のヒリー
を貶め、宣戦布告をしているのである。この時すでに、彼女はヒリーとの友情を切り捨ててしま
うほどに、黒人メイドたちの現状を変革する決意を固めていることが分かる。
トイレと同様に、白人と黒人の境界を表す象徴的なモチーフとして竜巻が挙げられる。竜巻が
差別を受ける黒人にも容赦なく襲い掛かるということが、黒人差別をどうすることもできない現
状を示しているのと同時に、この竜巻は人種差別が横行しているアメリカ南部の転換期であるこ
とを表している。
ヒリーを始めスキーターの同級生たちは結婚して子どももいるなか、スキーターは独身でずっ
と作家を夢見ている。彼女がミシシッピ大学に在学している頃に履歴書を送付していた、一流出
版社のハーパー＆ロウから、彼女宛てに返信の手紙が届く。そこには地元の新聞社の下級職を探
して下積みをするべきだということ、そして本気で作家を目指すなら何か書くべき本のアイデア
を送るように書かれている。手紙を受け取った彼女は、地元にあるジャクソン・ジャーナル新聞
社の採用面接を受け、家事のコラムを担当することになる。(5)
スキーターは黒人メイドがいる家庭で育ち、家事や育児の知識が全くなかった。彼女はエイビ
リーンに助けを求め、その頃に彼女はハーパー＆ロウ出版社に出す何か書くべき本のアイデアと
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して、黒人メイドの現状と本音を取材することを決心する。いつものようにエイビリーンに家事
のコラムを手伝ってもらっている時に、彼女はエイビリーンに取材への協力を依頼する。エイビ
リーンは主人に知られた場合の恐怖心を訴えて断るが、彼女は、主人に見つからないように行う
と他のメイドにも伝えるつもりだと言って、再度強く依頼する。他に何人ものメイドの助けが必
要であることを知ったエイビリーンは、不可能だと呆れ返った様子でその場を去っていく。彼女
はエイビリーンを引き止めようと慌てて後を追ったところで天候が悪化し、その日の夜には竜巻
が訪れる。その竜巻のシーンに、次のようなエイビリーンのナレーションが被る。
Eighteen people died in Jackson that day.  Ten white and eight black.  God don’t pay no mind to 
color once.  He decides to set a tornado loose.（Chapter 4）
このように、竜巻が差別を受ける黒人にも容赦なく襲い掛かるということが、黒人差別をどう
することもできない現状を示している。それと同時に、竜巻のシーン以降から黒人メイドたちが
次第に本の取材に意欲的になることは、竜巻をきっかけにアメリカ南部の人種差別に大きな変革
が起こることを表しているのである。
第二節　キッチンとカウチ
本節では、この映画が女性たちの絆をキッチンとカウチという特徴的なモチーフを通して描い
ていることを論じる。まず、キッチンは女性たちの絆を深め、時には対立する場となっているこ
とを考察し、次いでスキーターとシャーロットを始めとする母娘が、カウチに隣り合って会話を
するシーンが頻繁に登場することに注目し、母娘の絆を深めるものとしてのカウチについて考察
する。
キッチンのシーンは全部で十回登場する。その中でもスキーターとエイビリーン、エイビリー
ンとミニー、ミニーと貧困家庭出身の白人女性シーリア（Celia）、そしてスキーターとヒリーの、
大きく分けて四組の女性たちの絆と対立に注目する。
最初にキッチンが登場するのは、この映画の冒頭である。冒頭は、スキーターが初めてエイビ
リーンに本の取材をするシーンであるが、場所はエイビリーンのキッチンである。エイビリーン
は、黒人メイドとして働いたこれまでの体験やメイドの現状、そして本音を白人女性のスキーター
に決死の覚悟で打ち明ける。取材を断り続けていた彼女は、親友のメイドであるミニーが主人に
解雇されてから、夫のリロイ（Leroy）から暴力を受けていることをきっかけに取材を受けること
を検討する。それと同時に、徐々にスキーターに対する信頼が大きくなり、取材を許可すること
を決心する。このように、キッチンは彼女とスキーターの絆を象徴している。
また、この二人の絆を表すキッチンのシーンがもう一回登場する。ブリッジの会でヒリーが黒
人メイド用のトイレを設置するべきだと語った直後に、スキーターがキッチンにいるエイビリー
ンに話しかけるシーンである。彼女は家事のコラムの手伝いをエイビリーンに依頼し、それに対
してエイビリーンは、“Miss Myrna get it wrong a lot of times.  Be good to get it right.”と、冗談を
交えて許可する。二人の会話の途中で、エリザベスが “There you are, Skeeter.”と早歩きでキッチ
ンにやって来る。彼女は、スキーターが話していた相手がメイドのエイビリーンであることに驚
くそぶりを見せたあと、ヒリーから預かった婦人会の会報に載せるヘルプ衛生法案の記事をスキー
ターに手渡す。スキーターは、“I’ll be back tomorrow, Aibileen, to get started on those Miss Myrna 
letters.”とエイビリーンに最後に声をかけると、エリザベスは “Y’all make it quick.  Tomorrow is 
silver-polishing day.  OK?”（chapter 2）と忠告する。このエリザベスの冷ややかな態度は、黒人メ
イドのエイビリーンにとって、自ら歩み寄って会話をしてくれる白人女性がスキーターだけであ
2015-07-卒論_051-067_荒木舞佳.indd   54 2015/03/04   9:32
55
ることを際立たせている。
次に、エイビリーンとミニーの絆を表すキッチンのシーンは二回登場する。一回目は、ブリッ
ジの会でエイビリーンとミニーが食事の準備をしているシーンである。二人がたわいもない会話
を楽しんでいる様子が表れている次のような台詞がある。
Aibileen: Hold on.  Those are Miss Hilly’s.
Minny: She looks like the winning horse at the Kentucky Derby.  All ﬂowers and bows.
Aibileen: Got to have paprika on them.
Minny:  Forgive me, Lord, but I’m gonna have to kill that woman, Aibileen.  Now she gone to 
putting pencil marks on my toilet.
Aibileen: Did she?
MInny: But I carry paper in from my own damn house.  That fool don’t know.
Aibileen: Miss Leefolt got so much hairspray on her head.  She gonna blow us all up if she light a 
cigarette.
Minny: And you know she will!（Chapter 2）
このように、親友同士である二人は主人に関するジョークを飛ばして笑い合っている。普段、主
人に何の口答えもせずにただ従うだけの彼女たちが、うっぷんを晴らすことのできる至福のひと
時である様子が、このキッチンのシーンには描かれている。
そして二回目は、エイビリーンがバスに乗っている途中で、メドガー・エヴァーズ（Medgar 
Evers）が KKKに暗殺される事件が起こるシーンである。この事件は実話であり、廣瀬典生が『リ
リアン・スミス――南部白人の心の闇を追求した作家 ―ポストコロニアリズムの時代における再
評価―』の中で、次のように述べている。
ジョン・F・ケネディ（John F. Kennedy）大統領が公民権法案の議会提出を確約する演説
を行った翌日に当たる 1963年 6月 12日の午前 1時頃、ミシシッピ州ジャクソン（Jackson）
で、「全米黒人向上協会」（NAACP〔National Association for Advancement of Colored People〕）
の州支部代表であったメドガー・エヴァーズ（Medgar W. Evers）が、自宅前で待ち伏せして
いたバイロン・デラ・ベックウィズ（Byron de la Beckwith）によって射殺された。(6)
廣瀬が述べているように、当時は公民権運動に対する白人至上主義者たちの反抗が勢いを増して
いた。映画ではその後、バスが急停車して、ドライバーが黒人だけ降りるように指示をする。エ
イビリーンは下車した後、駆け足でミニーの家に向かうと、キッチンで子どもたちとラジオで事
件のニュースを聞いていたミニーは、驚いた様子で “I’m all right.  Sit down.  You all right?”とエイ
ビリーンに駆け寄る。情勢が悪化しているなか、本の取材に協力していることに対する二人の不
安が表されている次のような会話がある。
Minny: What they gonna do if they catch us with Miss Skeeter?
Aibileen: We’re gonna be careful.
Minny: Hitch us to a pick up?  Drag us behind?  Shoot me in front of my children?
Aibileen: We ain’t doing civil rights.  We’re just telling stories like they really happened.
Minny: You’re a fool, old woman.  A fool.（Chapter 9）
このように、二人は不安を共有し励まし合い、抱き合う形で幕を閉じるこのキッチンのシーンは、
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二人の絆の強さを表す。
さらに、スキーターとエイビリーン、そしてミニーの三人の絆と対立を象徴的に描いたキッチ
ンのシーンもある。一回目は、エイビリーンの自宅のキッチンで、スキーターがエイビリーンに
本の取材をしているシーンである。ここでは、初めてエイビリーンが主人について話す。
I reckon I’m ready to talk about Miss Leefolt now.  Baby Girl still gonna wear a diaper when she 
sleep at night.  And it don’t get changed till I get there in the morning.  That about ten hours she 
gotta sleep in her mess.  Now Miss Leefolt pregnant with her second baby.  Lord . . . I pray this 
child turn out good.  It’s a longly road if a mama don’t think their child is pretty . . . Miss Leefolt 
should not be having babies.  Write that down.（Chapter 7）
このように、エイビリーンは現状を変えたい思いを、より一層スキーターに託して取材に臨んで
いることが分かる。その直後に、ミニーが勢いよくエイビリーンの自宅の扉を開けてキッチンに
現れる。彼女は初めてスキーターと対面すると、“Yule Mae told me what y’all was up to.  I didn’t 
want to believe it . . . And just what makes you think colored people need your help?  Why do you care 
. . . Maybe you just to get Aibileen in trouble.”とスキーターを疑う。スキーターは “No.  I want to 
show her perspective.  So people might understand what it’s like from your side.”と伝えると、ミニー
はメイドの仕事がどのようなものかを、皮肉を入り混ぜて次のように話す。
Well, it’s a real Fourth of July picnic.  It’s what we dream of doing all weekend long. 　Get back 
into they house, polish the silver.  And we just love not making minimum wage or getting Social 
Security.  And how we love they children when they little.  And then they turn out just like they 
mamas.
この後ミニーは怒りを抑えられず、荒々しくドアを閉めて外へ飛び出すが、間もなくエイビリー
ンの自宅へ引き返し、“All right.  I’m gonna do it.  But I need to make sure she understands this ain’t 
no game we playing here.  Slide your chair out from under that table.  Face me.”（Chapter 7）と覚悟
を決めて取材に応じる。最初はスキーターに対して権高な態度をとっていた彼女も、一晩中、実
体験を語り聞かせてスキーターと打ち解けると同時に、取材に意欲的になる。このように、キッ
チンはスキーターとミニーの対立から三人の絆の深まりまでを表している。
ミニーがシーリアにキッチンで料理を教えるシーンは、キッチンが最も直接的に女性の絆を象
徴しているものである。料理が苦手なシーリアは、夫のジョニー（Johnny）に美味しい料理が作
れる妻であると思われたい一心で、ジョニーに内緒で働くことを条件にミニーを雇う。この町に
住む黒人メイドの中で一番の料理上手と評されるミニーは、ジョニーに見つかった場合を恐れな
がらも、彼女に料理を教えることになる。このシーンではフライドチキンの作り方を教えている。
ミニーはシーリアに鶏肉が入った袋を振るように指示すると、シーリアはくしゃっとした笑顔で 
“This is so much fun!”と勢いよく袋を振る。ミニーは呆れ顔ではあるが “All right, all right.  The 
chicken already dead, Miss Celia.  Yep.  He dead.”（Chapter 8）と、どこか嬉しそうな様子である。
このように、キッチンで料理をする姿は二人の絆の深まりを象徴している。
最後に、スキーターとヒリーの対立の場としてのキッチンについて考察する。このシーンでは、
キッチンで洗い物をしているヒリーの新しいメイドのユール・メイ（Yule Mae）に、スキーター
が本の取材協力を依頼しているところへ、疑い深い目つきをしたヒリーが登場する。ユール・メ
イがヒリーの息子を寝かしつけると言って、その場を去るとすぐにヒリーは、スキーターにわざ
と会報に法案の記事を載せないつもりではないのかと指摘する。スキーターは慌てる様子もなく
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冷静に、母の病気の看病で忙しかったと言い訳をすると、ヒリーは次のように忠告する。
I know, you must be so worried about your mother, but . . . I’m worried about you.  Reading this 
stuff?  Believe it or not, there are real racists in this town.  If the wrong person caught you with 
anything like that, you’d be in serious trouble.（Chapter 8）
しかし、これを聞いていたスキーターは、時折耳を塞ぐジェスチャーをするなど傲慢な態度で、
すぐに取りかかることをヒリーに伝えると、ヒリーは必ず載せるように念を押してキッチンから
去る。このシーンをきっかけに、スキーターはヒリーとの友情を切り捨てて、黒人メイドたちの
思いを本にする約束を守り抜くことを選択する。ここでもキッチンは二人の対立を表している。
以上のように、キッチンは女性の絆と対立を象徴するモチーフである。それに対して、母娘の
絆を深めるものとしてカウチが挙げられる。スキーターと彼女の母親のシャーロットが対立し、
そして和解する時も二人はカウチに隣り合って座っている。また、彼女のメイドのコンスタンティ
ンとの思い出の回想シーンでも、カウチに隣り合って会話をする二人が登場する。
スキーターとシャーロットが対立するのは、スキーターがジャクソン・ジャーナル新聞社に就
職が決まったことをシャーロットに報告した直後である。彼女が仕事一筋で男っ気がなく、婚期
が遅れていることを心配するあまり、シャーロットは彼女をカウチに座らせて、男性に興味があ
るのかどうかを真剣な表情で問うと、スキーターは間もなく憤慨し、その場を去る。
そして二人が和解するのは、スキーターが本の出版に成功し、ハーパー＆ロウからニューヨー
クでの仕事のオファーをもらった直後である。スキーターは病気の母親を放ってニューヨークへ
行く選択ができずにいた。彼女は病気で体の弱ったシャーロットを支えながらカウチに誘導し、
隣り合って座ろうとするとシャーロットは、スタインからの電話で、スキーターがニューヨーク
で仕事を任される件についてすでに聞き、ニューヨーク行きに賛同していることを伝える。その
後、二人は次のように会話を続ける。
Charlotte: Courage sometimes skips a generation.  Thank you for bringing it back to our family.
Skeeter: I can’t leave you like this.
Charlotte: . . . I have made a decision.  My health’s been on the uptick these last few weeks and I 
know the doctor says it’s some kind of last strength nonsense, but I have decided not 
to die . . . It’s too late.  I tried calling Fanny Mae’s to make all your hair appointment 
for the next 20 years, but they wouldn’t allow it.  I have never been more proud of you.
（Chapter 14）
この段階で二人の間には完全にわだかまりが無くなり、和解に至る。ここでは、カウチで対立し
カウチで和解することを通して母娘の絆の深まりが示されている。
また、スキーターがメイドのコンスタンティンとの思い出を回想するシーンでも、二人がカウ
チに腰かけている。当時スキーターは高校生で、男の子から悪口を言われてダンスに参加できな
かったことで悩んでいると、コンスタンティンは “I wish you’d quit feeling sorry for yourself.  Now, 
that’s ugly.  Ugly is something that goes up inside you.  It’s mean and hurtful, like them boys.  Now 
you’re not one of them, is you?”（Chapter 3）と彼女に助言する。このシーンは、コンスタンティ
ンが母親のシャーロット以上にスキーターの良き理解者であることを表している。カウチで隣り
合って座ることで、二人の絆の深さはさらに強調されるのである。
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第二章　黒人メイドを描いたアメリカ映画と『ヘルプ 心がつなぐストーリー』
本章では、本作品の基盤となっている、他の黒人メイドを描いたアメリカ映画を二作品取り上
げて、それらが本作品にどのように影響を与えているかに注目し、本作品との類似点と差異を考
察する。そのうえで本作品の大きな特徴が、コミック・レリーフの効果と白人視点から黒人視点
への移行であることを論じる。
第一節では、アメリカ南北戦争時代における白人が理想とする黒人メイド像が描かれた『風と
共に去りぬ』（Gone With the Wind, 1939）と 1955年にアメリカのアラバマ州で起きたローザ・パー
クス（Rosa Parks）のバス・ボイコット運動をきっかけに、黒人たちとともに闘う白人女性を描
いた『ロング・ウォーク・ホーム』（The Long Walk Home, 1990）の二作品の特徴を取り上げて、
それらが本作品にどのように影響を与えているかに注目し、本作品との類似点と差異を明らかに
する。第二節では、本作品の大きな特徴であるコミック・レリーフがもたらす効果について考察
する。第三節では、本作品が白人視点で始まり、最後が黒人視点で終わることの意味を、スキー
ターの成長という観点から論じる。
第一節　黒人メイドを描いたアメリカ映画
本節では、本作品以外に黒人メイドを描いたアメリカ映画の『風と共に去りぬ』と『ロング・
ウォーク・ホーム』の特徴を、本作品との類似点と差異をもとに考察する。上記の二作品はこの
映画の基盤となっている。
前者の『風と共に去りぬ』は、激しい気性と美貌を持ち合わせ、いつもパーティでは多くの青
年が虜となるスカーレット・オハラ（Scarlet O’hara）が主人公である。1861年、アメリカ南北戦
争直前のとある日に、アメリカジョージア州のタラで大園遊会が開かれる。スカーレットは、ア
シュレー（Ashley）との結婚を心に決めていたが、その日彼のいとこのメラニー（Melanie）との
婚約が発表されると聞いて、怒り悲しむ。その夜、ついに南北戦争が勃発し、その後のスカーレッ
トの強く逞しい生き様が描かれている。(7)
本作品では、実際に作中のスキーターの台詞を通して『風と共に去りぬ』について触れている。
スキーターは以前に履歴書を送った、ハーパー＆ロウ出版社の編集長であるエレーン・スタイン
（Elaine Stein）に、本気で作家を目指しているならば、何か書くべき本のアイデアを出すように指
示されていた。そこで、彼女が黒人メイドの視点で本を書きたいとエレーン・スタインに電話で
提案するシーンで “Margaret Mitchell gloriﬁed the mammy ﬁgure, who dedicates her whole life to a 
white family.  But nobody ever asked Mammy how she felt about it.”（Chapter 4）という台詞がある。
ここでは、スキーターが『風と共に去りぬ』の原作の作者であるマーガレット・ミッチェル
（Margaret Mitchell）について述べている。彼女は、マーガレット・ミッチェルが作品の中で描い
た黒人メイドは生涯白人に献身的に仕えるが、果たしてメイドたちは満足していたのかどうかに
疑問を抱いている。このスキーターの台詞にあるように、『風と共に去りぬ』は白人が理想とする
黒人メイド像を描いている。その理想とは、非常に主人に忠実で、南部の白人貴族から見た都合
の良い黒人メイド像である。
林由季子と武田暎子は「『風と共に去りぬ』における黒人の呼称」の中で原作小説における白人
と黒人の描写の対比について次のように述べている。
４行目の下線部magnolia̶white skin̶はスカーレットの肌が木蓮、あるいは泰山木の花のよ
うに、白く美しいという意味である。この一文から、優雅で美しく描かれていることがわか
る。一方、スカーレットの黒人の乳母、マミーの描写を（1b）に示す。
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（1b） Mammy emerged from the hall, a huge old woman with the small, shrewd eyes of an 
elephant.  She was shining black, pure African, devoted to her last drop of blood to the 
O’Hara’s, Ellen’smainstay… （GWW：22–23）
このように、黒人の描写は白人の描写とは異なり、動物的で侮辱的にまで感じられる。(8)
林と武田が述べているように、原作における黒人の描写は動物的で侮辱的である。それだけでな
く、“nigger”などの差別用語が多用されており、原作にはスカーレットの黒人奴隷に対する差別
意識が投影されている。
映画では差別用語が省略されているが、黒人女性の描写が非常に特徴的である。作中に登場す
るマミー（Mammy）はふくよかで声が大きい。そして、若いメイドのプリッシー（Prissy）は声
が甲高く、知能が低い子供じみたキャラクターである。このことは、黒人女性に対するステレオ
タイプが組み込まれていることを示している。
これまで、『風と共に去りぬ』は白人貴族が理想とする黒人メイド像を描いていることを論じて
きた。この理想の黒人メイド像が本作品の基盤となっていることが、スキーターの台詞に表れて
いる。しかし、『風と共に去りぬ』と大きく異なる点は、黒人メイドの視点で物語が展開され、黒
人メイドたち自らの手で変革をもたらす姿が強調されていることである。
『ロング・ウォーク・ホーム』に関しては、Roger Ebertが “The Help Movie Review & Film 
Summary”の中で次のように触れている。
There was a 1991 movie named “The Long Walk Home” that starred Whoopi Goldberg and Sissy 
Spacek as a maid and her employer at the time of the Montgomery Bus Boycott.  It had sharper 
edges than “The Help.”  But I suppose the Stockett novel has many loyal readers, and that this is 
the movie they imagined while reading it.  It’s very entertaining.(9)
Ebertが述べているように、『ロング・ウォーク・ホーム』は本作品よりも切れ味の鋭い作風であ
る。というのも、両作品ともに公民権運動が時代背景にあるが、より史実に基づいた物語だから
である。1955年のアラバマ州モントゴメリーが舞台であり、上杉忍が『アメリカ黒人の歴史 奴隷
貿易からオバマ大統領まで』の中で述べているように、そこでは「バスで、白人に席を譲ること
を拒否して逮捕されたローザ・パークスは、その後一年間に及ぶバスボイコット運動の象徴的な
人物となった……ローザ・パークス逮捕の知らせは瞬く間に黒人コミュニティーに広まり……バ
スボイコット運動を呼びかけるビラが翌朝までに印刷され、さっそく黒人コミュニティーに配布
された」という事件があった。(10)物語はこの事件をきっかけに、主人公である白人家庭の主婦の
ミリアム・トンプソン（Miriam Thompson）と、その家庭に 9年間勤めている黒人メイドのオデッ
サ・コッター（Odessa Cotter）の二人が、人種の壁を越えた友情で結ばれるというものである。
それに対して『ヘルプ』は、人種分離法やメドガー・エヴァーズの暗殺事件などの史実に基づ
いた出来事が登場するものの、それらが直接的に物語に関与しているわけではない。Ebertは上で
引用した映画評の中で、次のように述べている。
I was drawn into the characters and quite moved, even though all the while I was aware it was a 
feel-good fable, a story that deals with pain but doesn’t care to be that painful.  We don’t always 
go to the movies for searing truth, but more often for reassurance: Yes, racism is vile and cruel, 
but hey, not all white people are bad.(11)
Ebertが述べているように、本作品は史実そのものを重視するのではなく、あくまでも公民権運動
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の時代に生きた女性たちの絆を主題的に描いている。それゆえに『ロング・ウォーク・ホーム』
のもつ切れ味の鋭さはあるとはいえない。
しかしながら、本作品にはバスのシーンがしばしば登場し、さらには『ロング・ウォーク・ホー
ム』のミリアム役であるシシー・スペイセク（Sissy SpaceK）がミス・ウォルターズを、ナレー
ションを担当しているメアリー・スティーン・バージェン（Mary Steenburgen）がエレーン・ス
タインを演じていることは、本作品が『ロング・ウォーク・ホーム』を基盤に制作されたことを
示しているのである。
第二節　コミック・レリーフの効果
ブリタニカ国際大百科事典によると、コミック・レリーフとは「演劇用語。悲劇やまじめなテー
マをもった戯曲のなかに挿入されて , 観客の情緒的緊張を一時的に解きほぐす役割を果す喜劇的 , 
笑劇的場面 , または事件。」である。(12)本節では、このコミック・レリーフによって本作品の深刻
なシーンが緩和され、心温まる物語となっていることを論じる。
公民権運動に対する白人至上主義者の反抗が勢いを増し、スキーターと黒人メイドたちは本を
出版することへの不安をさらに募らせる。これを機にミニーは、ヒリーに解雇させられた復讐と
して行ったことを、スキーターとエイビリーンに打ち明けることを決意する。そこから復讐の回
想シーンが始まる。その復讐とは、かつてヒリーがミニーの作ったチョコ・パイが大好物であっ
たことを逆手にとり、チョコ・パイに自身の排泄物を混入する。そしてヒリーたちのトイレを使
用したことのお詫びを口実に、それをヒリーに渡すというものである。ヒリーが食べるのを見届
けると、ミニーは “Eat my shit!”と捨て台詞を吐く。一見、この復讐は非常に残酷だが、ミニーに
厚い信頼を寄せているミス・ウォルターズの存在によって、このシーンは一気にコミック・レリー
フと化す。一連の様子を見ていたミス・ウォルターズは状況を把握すると、“And you didn’t eat 
just one.  You had two slices!  Run, Minny, run!”（Chapter 10）と大笑いする。そこで初めて観客は
ミニーの復讐に同調し、情緒的緊張を解きほぐすことができる。その後、ミス・ウォルターズは
大笑いしたことがきっかけで、ヒリーに施設に入れられる。認知症の彼女でも実の娘に施設に入
れられてしまったこと、そしてミニーの復讐の記憶を決して忘れることはなかった。そこで、彼
女も慈善パーティにてヒリーの名前でミニーのチョコ・パイを落札するという復讐を決行する。
Ebertは慈善パーティのシーンについても次のように述べている。
Celia doesn’t . . .when she attends a big local charity event (for, yes, Hungry African Children), 
and the event provides the movie’s comic centerpiece . . . but it gets a lot of big laughs.  Some 
details about a pie seem to belong in a different kind of movie.(13)
Ebertが述べているように、ミニーのチョコ・パイにまつわるシーンはコミック・レリーフの
効果をもたらしている。また、スキーターがヒリーに頼まれて書いたヘルプ衛生法案の記事
の下に載せた古着のコートを集める告知で、わざと一語だけすり替えてコートではなく３ダー
スもの室内便器がヒリーの庭に敷き詰められたシーンも同様である。この映画が、前節で挙
げた二作品と比べて心温まる物語となっているのは、「復讐」するシーンがコミック・レリー
フとなっていることが要因の一つである。
第三節　白人視点から黒人視点への移行
この映画は、スキーターがメモをとっている手のクローズアップで始まる。これは本作品が白
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人女性、つまりスキーターの視点で物語が始まっていることを表す。その後、スキーターが徐々
に黒人の立場で物事を考えられるようになる過程が描かれ、一見、この映画はスキーターの成長
物語のように映る。しかしながら、映画の最後はエイビリーンが長い道のりを歩いていく姿で終
わり、スキーターの姿は一切見当たらない。このことは、本作品は白人視点で始まるが、最終的
には黒人視点の物語になっていることを意味する。本節では、スキーターの成長という観点から
この白人視点から黒人視点へと移行する過程に注目する。
映画の冒頭はスキーターが本の出版のためにエイビリーンに取材をするシーンであり、スキー
ターが “The Help”とメモをとる手のクローズアップで始まる。そして、次のショットではエイビ
リーンが “I was born 1911, Chickasaw County, Piedmont Plantation.”（Chapter 1）とスキーターの
質問に答える。そのまなざしはカメラ目線だが、当然スキーターに向けられている。また、カメ
ラのこちら側の観客に向けられているようにも見えるため、スキーターは「観客の代理人」と呼
ぶべき役割を果たしている。ここで観客の代理人とは、観客と同じ目線に立ち、作中の物語の「聞
き役」となって物語と観客をつなぐ登場人物のことを指す。このような人物を作中に取り入れる
ことで観客の感情移入を促し、観客の感情を代弁する効果をもたらす。このシーンにおいてスキー
ター、つまり白人女性が観客の代理人であることからも、本作品は白人視点で始まる物語である。
その後、物語は冒頭のシーン以前の回想となる。作中でエイビリーンの “And the young white 
ladies of Jackson . . . oh Lord, was they having babies.  But not Miss Skeeter.  No man and no babies.”
（Chapter 1）というナレーションとともに、再度スキーターが登場する。作家として働き口を探す
彼女が、ジャクソン・ジャーナル新聞社の面接を受けるために車を飛ばすシーンである。スキー
ターは新聞社の前に車を停めると、車のフロントガラス越しにぼんやりと前を眺めるが、彼女に
は気付いているようで気付いていないものが二点ある。一点目は、彼女の車のフロントガラスを
拭いている黒人男性である。そして二点目は、目の前の建物が黒人専用であることを指す、看板
の “COLORED”の文字である。このことは、スキーターは現時点ではまだ人種差別に対する意識
が高くないことを指す。
さらに、スキーターが “We never ﬁnished our conversation at Elizabeth’s.  About that book I want 
to write?”（Chapter 5）とエイビリーンに再度、取材協力を依頼するシーンでは、バスに乗ろうと
するエイビリーンを引き止め、乗り遅れさせてしまったことに全く配慮がない。このことは、ス
キーターが相手の見ているものを見ていない、自己中心的な女性であることを指す。また、スキー
ターの自己中心性は作中で反復される「高低差」のイメージにも表れている。エイビリーンから
許可が下りて、取材を開始した当初は、二人の座る位置には高低差がある。このことはスキーター
が相手の立場に立てていないことを象徴している。しかし、彼女はエイビリーンへの取材を通し
て人種差別の実態を知るにつれ、考え方が徐々に黒人視点へと移行する。この時すでに二人の座
る位置の高さは同じであり、ここで白人視点と黒人視点が合致することを示している。
これまで、映画が白人女性の視点で始まり、白人女性、つまりスキーターが最初は自己中心的
であったが、次第に黒人の視点で物事を考えられるまでに成長することを論じてきた。ところが、
メドガー・エヴァーズの暗殺事件や、ユール・メイが清掃中に発見したヒリーの指輪を売ったこ
とで警察に捕えられた出来事を機に、スキーターの成長から黒人メイドたちに焦点が完全に移っ
ていく。カフェで食事をとっているスキーターに、店主の黒人男性ヘンリー（Henry）が “Miss 
Skeeter, you best head on over to Miss Aibileen’s house.  Now.”と声をかける。彼女はヘンリーの言
う通りに帰宅すると、リビングには十人余りの黒人メイドたちが集まっている。そして黒人メイ
ドたちが口々に、本の取材に協力すると主張する。この時点で彼女は十分に黒人メイドたちに貢
献し、彼女の成長物語は終わりを迎える。
そして映画の最後は、エイビリーンがヒリーのもくろみで、エリザベスの家の銀器を盗んだ疑
いをかけられて解雇され、エリザベスの家を出ていくシーンである。彼女は、エンディングの音
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楽とともに、長い道のりをおよそ三分にもわたって歩いていく。このことは、道のりの向こうに
ある新たな人生へとエイビリーンが歩みだしていることを示し、物語は黒人視点で終わる。
以上のように、本作品は白人女性スキーターの視点で始まり、一見、彼女が人種差別に対する
理解を深め、黒人の視点で物事を考えられるようになるという成長物語である。しかし、終盤で
彼女の成長物語は終わりを迎え、黒人メイドたちの行方に焦点が充てられる。そして最後は、黒
人メイドのエイビリーンの視点で終わる物語である。また、『ロング・ウォーク・ホーム』のナ
レーションが白人女性であるのに対し、本作品は黒人のエイビリーンがナレーションをしている
ことも、本作品が黒人メイドの視点で描いた映画であることを示しているのである。
第三章　七つの母娘関係
Roger Ebertが “The Help Movie Review & Film Summary”の中で “There are several white men 
with important speaking roles, but only two black men, including a preacher, who have much to 
say.”(14)と述べているように、この映画は登場人物のほとんどが女性であり、女性たちの絆を主題
的に描いている。本章では、本作品に登場する七つの母娘関係の特徴について、それぞれの関係
性の比較と人物分析を通して考察する。第一節では、七つの母娘関係を比較するうえで中軸とな
る、エイビリーンとメイ・モブリー、コンスタンティンとスキーター、そしてコンスタンティン
と娘のレイチェル（Rachel）の三組に見られる理想の母娘像について論じる。第二節では、エリ
ザベスとメイ・モブリーは母親が娘を拒絶する関係にあることに注目し、それに併せて、この二
人の対極に位置するシーリアの存在について考察する。そして第三節では、シャーロットとスキー
ターは母親が娘を支配している関係であることに注目し、この二人の関係性に類似している、ミ
ス・ウォルターズとヒリー、そしてミニーと娘のシュガー（Sugar）の三組の母娘について考察す
る。
第一節　理想の母娘像
本節では、エイビリーンとメイ・モブリー、コンスタンティンとスキーター、そしてコンスタ
ンティンとレイチェルの三組の母娘に注目し、母親が娘に「自己肯定」と「自己承認」を与える
関係が、この映画における理想の母娘像であることを論じる。
これまでに、十七人の白人の子守をしてきたベテランヘルプであるエイビリーンは、エリザベ
ス宅の二歳の娘メイ・モブリーに非常に懐かれている。しかし、母親のエリザベスがひどい産後
うつであるせいで、メイ・モブリーは一日に一度しか抱いてもらえない。母親の愛に飢える彼女
の心の穴を、エイビリーンは彼女に「自己肯定」と「自己承認」を与えるという形で埋める。初
めて彼女が一人でトイレができるようになった時、そばに居合わせていたエイビリーンは “Mae 
Mobley You’re going!”（Chapter 1）と褒める。また、スキーターの仕業でヒリー宅の庭に室内便
器が敷き詰められるシーンでは、メイ・モブリーは庭にある室内便器に座り、一人でトイレがで
きることを見せて母親に認めてもらおうとするが、エリザベスは慌てて引き止めて彼女のお尻を
叩く。その後、エイビリーンは悲しむ彼女の目をじっと見つめて、“You is kind, you is smart, you 
is important.”（Chapter 8）と優しく声をかける。このように、エイビリーンは彼女に「自己肯定」
と「自己承認」を与える存在である。エリザベスが彼女をエイビリーンに預けて、病院に行って
しまうシーンでは、メイ・モブリーは “You’re my real mama, Aibee.”（Chapter 5）とエイビリーン
に呟く。この彼女の台詞にも、エイビリーンとメイ・モブリーは理想の母娘像であることが表れ
ている。
この二人の関係は、コンスタンティンとスキーターの母娘関係と類似している。コンスタンティ
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ンは、29年間スキーターの家に仕えたヘルプである。スキーターが大学を卒業し故郷に戻ると、
コンスタンティンはシカゴへ帰ったと母のシャーロットから聞かされる。彼女は家族と夕食をと
もにしている時に、“Daddy.  What happened to Constantine . . . Did you ﬁre her?”と両親に尋ねる。
それに対するシャーロットの “We were just a job to her, honey.  With them, it’s all about money.”と
いう反応に、彼女は “She raised me.”と声を荒げる。このシーンは、コンスタンティンがスキー
ターにとって育ての親であったことを示す。回想シーンで度々登場するコンスタンティンもまた、
「自己肯定」と「自己承認」をスキーターに与える存在である。このことは、コンスタンティンの
“As for your mama, she didn’t pick her life.  It picked her.  But you . . .you’re gonna do something big 
with yours.”（Chapter 3）というスキーターへの言葉や、彼女が自宅の柱に書かれたスキーターの
身長の記録を切なそうに指でなぞるシーンが示している。
また、コンスタンティンは実の娘であるレイチェルに対しても、「自己肯定」と「自己承認」を
与えて育ててきたことが、コンスタンティンがシャーロットに解雇されるシーンに表れている。
シャーロットは昔、「アメリカ革命の娘たち」の州代表に任命され、名誉あるヒギンボサム
（Higginbotham）会長を家に招いてもてなす機会があり、コンスタンティンも従事していた。そこ
へ、レイチェルがはるばるコンスタンティンに会いにやって来る。シャーロットは、彼女に裏口
からキッチンへ入るように伝えるが、彼女は “I’m just doing as I was told, Miss Charlotte.  Going to 
the kitchen.  But I’m going to see my mama ﬁrst.”と堂々と足を踏み入れる。唖然とする周りを見
て、シャーロットは体裁を取り繕おうと “Both of you.  Leave.  Now.”（Chapter 12）とコンスタン
ティンの解雇を決断する。ここでは、大勢の白人を前にしても、自分の意志を曲げずに立ち向か
うレイチェルの強さが表れている。スキーターも同様に、黒人メイドの声を集めた本を書くとい
う重大な任務をやり抜くといった信念の強さがあり、二人はよく似た性格の持ち主である。この
彼女たちの強さの根底には、コンスタンティンから与えられた「自己肯定」と「自己承認」があ
ると考えられる。
以上のように、この映画はエイビリーンとメイ・モブリー、コンスタンティンとスキーター、
そしてコンスタンティンとレイチェルを理想の母娘像として描いている。そしてこの三組は、母
親が娘に「自己肯定」と「自己承認」を与えている点で共通している。
第二節　娘を拒絶する母親
本節では、エリザベスとメイ・モブリーは母親が娘を拒絶する関係にあることに注目し、この
二人の対極に位置するシーリアの存在について考察する。
白人家庭の主婦であるエリザベスは、町の白人女性のリーダー的存在であるヒリーに従属的で
ある。ヒリーの勧めで黒人メイド用のトイレを設置し、ヒリーがエイビリーンを解雇する流れに
持っていくシーンでも、彼女は自分の考えを押し殺してエイビリーンを解雇する。彼女はひどい
産後うつで、子育てとして母親が当然やるべきことはエイビリーンに任せきりであることはもち
ろん、娘のメイ・モブリーを抱くことさえも滅多にない。それどころかメイ・モブリーの誕生日
パーティでは、主役である娘が “I’m hungry, Mommy.”と彼女のもとへやってきても、彼女は呆れ
顔で “She’s always hungry.”（Chapter 8）と他人のように扱うシーンや、公衆の面前で平気で娘を
叩くシーンもある。このことは、エリザベスが完全に母親であることを放棄し、娘を拒絶してい
ることを表す。
この二人と対照的な存在がシーリアである。彼女は、性のシンボルであると言われるマリリン・
モンロー（Marilyn Monroe）の容姿や話し方にそっくりである。(15)このことは、彼女が貧困家庭
出身の肉体的魅力を売り物にする知性の低い白人女性であることを強調している。さらには夫の
ジョニーがヒリーの元恋人であることが災いし、彼女には友人がいない。福丸真衣子は「“Aren’t 
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you tired?”―映画『ヘルプ』における周縁者による挑戦と揺らぐ固定観念―」の中で次のように
シーリアの人物分析をしている。
シーリアは……この町の白人女性達とは違い , 黒人に対する差別意識やジム・クロウ法の慣習
に囚われる事のない女性である。しかし、彼女が囚われている社会観念が一つある。それは
当時南部社会に根付かれていたレディ観念である。彼女は子供を流産するたびに ,このまま子
供が出来なければ夫のジョニーに捨てられるのではないかと不安に怯える。これは彼女が完
璧な妻とは子供を産み育てる者という家父長的ジェンダー概念に囚われている事を示してい
る。……このように , 人種意識 , そして女性というジェンダーの意識において町の常識を崩し
ていくシーリアは , 社会の中心部から外れた異端者であるが , 同時にスキーターとはまた違っ
た変革を与える存在である。(16)
福丸が述べているように、黒人への差別意識のない白人という位置づけにあるシーリアは、当時
の社会慣習によって懲罰を受けるかのように、三度も流産を経験するのである。
以上のように、エリザベスとメイ・モブリーこそ、母親が娘を拒絶する関係として描かれる。
その一方で、母親になりたくてもなれないシーリアは、本作品に登場する七組の母娘関係の意味
を逆照射する存在なのである。
第三節　娘を支配する母親
本節では、シャーロットとスキーターは母親が娘を支配する関係にあることに注目し、この二
人の関係性に類似しているミス・ウォルターズとヒリー、そしてミニーとシュガーの三組の母娘
について考察する。
スキーターは、友人たちが次々に結婚し子どもを持つなか、作家を夢見て仕事をする独身の白
人女性である。母親のシャーロットは、仕事一筋で男っ気がなく婚期が遅れている彼女のことが、
ずっと気がかりである。シャーロットの “Did I tell you Fanny Peatrow got engaged?  After she got 
that teller job, her mother said she was swimming in proposals . . . Eugenia, your eggs are dying. 
Would it kill you to go on a date?  Just show a little gumption. ”（Chapter 3）という台詞にも、シャー
ロットの不安が色濃く表れている。また、スキーターがかねてよりデートの約束をしていたスチュ
アート（Stuart）との初対面の日のために、シャーロットはくせ毛の強い彼女のために縮毛矯正器
を購入する。そして、“I’m a good mother.  Come on.  Sit down.”（Chapter 7）とそれを彼女に使用
する。この台詞には、シャーロットは早く結婚をして子どもを持つべきだという考えを、結婚願
望がさほど強くないスキーターに押し付けることで、娘を支配していることが示されている。し
かし映画の終盤で、スキーターが本の出版に成功したことを機に、シャーロットは彼女の業績を
認める。この時初めて、シャーロットは第一節で述べた「自己肯定」と「自己承認」を彼女に与
える。そしてニューヨーク行きを後押しすることで、シャーロットは支配下にあった彼女を解放
する。このことにより、二人は、エリザベスとメイ・モブリーほど理想の母娘像からかけ離れた
関係ではないにせよ、母親が娘を支配する関係にあると考えられる。
これまでで五組の母娘の関係性と人物像を考察してきたが、残すはミス・ウォルターズとヒ
リー、そしてミニーとシュガーの二組の母娘である。この二組の関係はシャーロットとスキーター
の関係と類似しているところがある。まず、ミス・ウォルターズとヒリーに関しては、娘が母親
を支配している関係にある。ヒリーは、動脈硬化と軽度の認知症を患うミス・ウォルターズを引
き取り、町一番の料理上手であるミニーを雇って彼女の世話をしている。ヒリーが彼女を連れて
ブリッジの会に参加するシーンでは、ヒリーはエリザベス宅に到着するとすぐに、“Put Mama in a 
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chair before she breaks a hip.”（Chapter 2）と彼女のことを気にかける。一見、母親を優しく見守
る娘の姿であるが、彼女がミニーの復讐の件で大笑いしただけで、ヒリーはいとも簡単に彼女を
老人施設に入れてしまう。このことは、極端な人種差別主義で勝気な性格であるヒリーが、心身
ともに不自由のあるミス・ウォルターズを支配していることを表す。
ミニーとシュガーに関しては、シャーロットとスキーターの母娘と同様に、母親が娘を支配し
ている関係である。しかし、それはこの二人がそうせざるを得ない状況下にあるためである。ミ
ニーはヒリーに解雇されたうえに復讐をし、完全に働き口を失っていた。そのため娘のシュガー
は、学校をやめてメイドとして働くことを余儀なくされる。このように、ミニーとシュガーは母
親が娘を支配する関係にあるが、シャーロットとスキーターの関係性と大きく異なるのは、ミニー
自身も行動を自由に選択できる余地がなく、シュガーを支配せざるを得ない状況にある点である。
以上のように、シャーロットとスキーターは母親が娘を支配する関係にあり、この二人の関係
はミス・ウォルターズとヒリー、ミニーとシュガーの二組の母娘の関係と類似していることが分
かる。ミス・ウォルターズとヒリーは、娘が母親を支配する関係にあり、そしてミニーとシュガー
は、止むを得ず母親が娘を支配する関係にあるのである。
結論
本論文では、白人と黒人の境界と女性たちの絆を表す多様なモチーフを中心に、白人視点から
黒人視点への移行、母娘関係の観点から、この映画がアメリカの人種差別と女性たちの絆を描い
ていることを論じた。
第一章では、映画が 1960年代のアメリカ南部の人種差別を告発する映画であると同時に、女性
たちの絆を主題的に描いたものであることを、トイレ、竜巻、キッチン、そしてカウチの四つの
モチーフをもとに論じた。トイレは白人と黒人の分離を、そして竜巻は黒人メイドたちが大きな
変革をもたらす転換期の象徴であった。キッチンとカウチは女性たちの絆を深め、時には対立す
る場の象徴であった。
第二章では、本作品の他に、黒人メイドを描いた『風と共に去りぬ』と『ロング・ウォーク・
ホーム』の二作品を取り上げて、それらと本作品の類似点と差異を明らかにしたうえで、本作品
の特徴であるコミック・レリーフがもたらす効果と白人視点から黒人視点への移行について考察
した。本作品は『風と共に去りぬ』の黒人メイド像を基盤としているが、大きく異なる点は、黒
人メイドの視点で物語が展開されていることであった。『ロング・ウォーク・ホーム』は本作品に
比べて、史実を基にしているがゆえに切れ味の鋭い作品だが、バスのシーンや出演者が共通して
おり、本作品の基盤となる映画であった。本作品が上記の二作品と比べて心温まる物語となって
いるのは、「復讐」するシーンがコミック・レリーフとなっていることが大きな要因であった。本
作品は白人女性スキーターの視点で始まり、一見、彼女が人種差別に対する理解を深め、黒人の
視点で物事を考えられるようになるという成長物語であった。しかし、終盤で彼女の成長物語は
終わりを迎え、黒人メイドたちの行方に焦点が充てられ、最後には黒人メイドのエイビリーンの
視点で終わる物語であった。
第三章では、本作品に登場する七つの母娘関係の特徴について、それぞれの関係性の比較と人
物分析を通して考察した。エイビリーンとメイ・モブリー、コンスタンティンとスキーター、そ
してコンスタンティンとレイチェルの三組の母娘は、母親が娘に「自己肯定」と「自己承認」を
与える関係であった。エリザベスとメイ・モブリーは、母親が娘を拒絶する関係にある一方で、
母親になりたくてもなれないシーリアは、本作品に登場する七組の母娘の関係を浮き彫りにする
存在であった。シャーロットとスキーターは母親が娘を支配する関係にあり、この二人の関係は
ミス・ウォルターズとヒリー、ミニーとシュガーの二組の母娘の関係と類似していた。ミス・ウォ
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ルターズとヒリーは、娘が母親を支配する関係にあり、そしてミニーとシュガーは、止むを得ず
母親が娘を支配する関係にあった。
注
（1） 本論を論述するうえで必要なストーリーのコンテクストを提示するにあたっては、『ヘルプ　心がつなぐストーリー』
（DreamWorksⅡ Distribution Co., LLC, 2012）DVD: ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパンのケース裏面を参照した。
（2）上杉忍 『アメリカ黒人の歴史 奴隷貿易からオバマ大統領まで』（中公新書 , 2012）, pp.63-64.
（3） 黒人メイド専用トイレの設置を義務付ける法案について論述するにあたっては、キャスリン・ストケット（栗原百代・訳）『the 
Help ヘルプ 心がつなぐストーリー』上（集英社文庫 , 2012）,pp.22-24を参照した。
（4） 『ヘルプ　心がつなぐストーリー』（DreamWorksⅡ Distribution Co., LLC, 2012）DVD: ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャ
パン，Chapter 1.  以下、本作品からの引用はこの 版からとし、本文中にチャプター番号を（  ）で表記する。
（5） スキーターの職探しについて論述するにあたっては、ストケット『the Help ヘルプ 心がつなぐストーリー』上（集英社文庫 , 
2012）,pp.104-105を参照した。
（6） 廣瀬典生「リリアン・スミス――南部白人の心の闇を追求した作家 ―ポストコロニアリズムの時代における再評価―」《http://
kgur.kwansei.ac.jp/dspace/bitstream/10236/3272/1/20091113-2-1.pdf#search=’メドガーエヴァーズ ’》
（7） 論述するうえで必要なストーリーのコンテクストを提示するにあたっては、『風と共に去りぬ』（Selznick International 
Pictures,1939）DVD: ワーナー・ホーム・ビデオのケース裏面を参照した。
（8） 林由季子、武田暎子「『風と共に去りぬ』における黒人の呼称」《http://libweb.nagoya-wu.ac.jp/kiyo/kiyo49/kj4921.pdf》
（9） Roger Ebert,“The Help Movie Review & Film Summary (2011)”《http://www.rogerebert.com/reviews/the-help-2011》
（10） 上杉忍『アメリカ黒人の歴史 奴隷貿易からオバマ大統領まで』（中公新書 , 2012）, pp.117-118
（11） Roger Ebert,“The Help Movie Review & Film Summary (2011）”
（12） 「コトバンク ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典の解説」《2014https://kotobank.jp/word/%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%8
3%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95-66167》
（13） Roger Ebert,“The Help Movie Review & Film Summary (2011）”
（14） 同上
（15） マリリン・モンローに関する論述にあたっては、「アメリカ文化論 (第 11講 :2005,11,4) マリリン・モンローの輝き」《http://
www.geocities.jp/takao_sumii/america0511a.htm》を参照した。
（16） 福丸真衣子「“Aren’t You Tired?” ―映画『ヘルプ』における周縁者による挑戦と揺らぐ固定観念―」 “Otsuma Review” 第 47巻 
(2014), p.161.
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